
 

 

今回は、最近よく耳にするのではないでしょうか… 

【マイクロチップ】について！ 

 

まず犬・猫のマイクロチップの義務化についてですが、 

すでに飼われている子については努力義務になります。 

なので、すぐに装着しなくてはならないというものでもありません。 

なぜマイクロチップを装着するのか… 

・突然の迷子    ・災害時 

・盗難        ・事故 etc… 

 

いつ何が起こるか分からない今の時代 

マイクロチップは、個体識別＝身元証明です!! 

マイクロチップには 15 桁の数字が記録されており、同じ番号は存在せず 

専用のリーダーで読み取り識別します。 

15 桁の数字の中に国コードがあり、世界共通となります。 

データベースにはどんな情報が登録されるのか？ 

 

 

 

 

 

 

《マイクロチップはどんなものか？？》 

当院では、犬・猫に適応するスリムチップバイオポリマーを使用。 

国内初、生体適合性樹脂（LCP 樹脂）を使っており  

従来よりもコンパクト！ 

マイクロチップの直径：1.6mm  長さ：10.9mm 

獣医師が少し太い注射器で、肩甲骨間の皮下に挿入するだけ！ 

麻酔の必要はなくその場でできます。 

（写真提供：共立製薬） 

 

マイクロチップ装着後、登録手続きしなくては意味がありません！ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の内容は、環境省の㏋に詳しく載っています。 

 

マイクロチップがなぜ大切なのか… 

言葉を発せない動物達を守り、そして家族の証明となります。 

努力義務ではありますが、もしものことを考え装着することをお勧めします。 

疑問に思ったことがあればご相談ください！ 

 

 

① 装着後に病院からマイクロチップ装着証明書が発行 

② 装着証明書に記載している専用サイトもしくは QR コードを読み込み 

データベースに登録手続きを行う 

※データベース登録の際に装着証明書を添付する 

③ 登録証明書が発行 

（オンラインの場合は電子ファイル（PDF）でダウンロードできます） 

④ なくさないように大切に保管 

※登録手数料は 1 回につき、オンライン申請は 300 円、紙申請は 1,000 円 

※氏名・住所・電話番号・死亡の際は各種手続きが必要です。 

 

☑個体識別番号    ☑装着年月日 

☑飼い主氏名、住所、連絡先   ☑性別、避妊去勢の有無 

☑動物の種類、品種  ☑年齢  ☑毛色 

☑マイクロチップの装着を施術した獣医師の情報など… 

 


